
　百日紅の花が咲き始めました．私にとっての「真夏」は蝉の声であり，もくもくと上昇
する入道雲であり，スイカであり，ひまわりであり，そして百日紅なのです．えっ，何と
読むのか，ですか？「サルスベリ」と読みます．そのまま「ヒャクジツコウ」と読んでも
間違いではありません．百日間も咲き続けるかどうかは別として，7 月から 9 月にかけて
咲く花期の長い落葉樹です．よく見かけるのは紅色系の花ですが，淡紫色や白色もありま
す．白色の花では百日白と書いて「ヒャクジツハク」とも言いますが，やはり「サルスベ
リ」と読みます．ややこしいですね．幹の肥大成長に伴って古い樹皮のコルク層が剥がれ
落ち，ツルツルした樹皮が表面に表れてきます．猿が登ろうとしても滑ってしまうという
いわれを持つ木です．編集後記というよりも，サルスベリの解説になってしまいました．
　さて，今月の特集では ICF を取り上げてみました．ICF の誕生から 8 年が経過しました
が，わが国の理学療法界にあってはまだまだ定着したとは言えない状況にあります．きっ
と何らかの問題があるのでしょう．それは ICF 自体に問題があるのかもしれませんし，私
たち自身にあるのかもしれません．理学療法士がそれまでの ICIDH による障害ということ
ばに慣れ親しんでいたというのも大きな原因であろうと思います．そして，ICF の意図し
ていることをよく理解できていないことも事実でしょう．提案されている膨大なコードや
曖昧な評価基準も多忙な臨床現場にはあまり歓迎されていないようです．
　真夏に紅い花を誇らしげに咲かせているサルスベリの健康状態は極めて良好ですが，コ
ルク層の樹皮が剥がれ落ちている幹を見た人は病気だ，異常だと思うかもしれません．ツ
ルツルしたその幹こそが個別性ですし，他の樹木では真似のできない良さなのです．真夏
という暑い環境があるからこそ映えるあの紅い花，北海道にはあまり似合わない樹木です．
コルク層が剥がれた幹ではサルスベリは寒さで風邪をひいてしまいます．
　サルスベリの花ことばは敬愛，不用意，雄弁だそうです．ICF の根底には，個としての
人間の尊厳や自己決定権について強い問いかけがあります．どのような人間であっても尊
重されなければなりません．ICIDH で用いていた handicap という差別用語を不用意に用い
ることは慎むべきです．猿は滑り落ちても，理学療法士は対象者が社会参加できるように
しっかりと登らなければならないのです．変なたとえになりましたが，暑いこの夏，サル
スベリを見ながら ICF について今一度考えてみませんか．
　本号では奈良勲氏の特別寄稿を掲載しました．プロフェッションとしてのコミュニケー
ションについて正に雄弁をふるっています．話しことばは音でしかなく，書いたことばは
形でしかありません．それをどう受け取るかは相手次第なのです．氏のメッセージをあな
たはどのように受け取りましたか？

（吉尾雅春）
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